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 要 旨 
目的： 
児童時の被虐待経験、および性的偏向が思春期のタバコ・アルコール使用に及ぼす影響

について検討すること。 
方法： 
現在進行中の Nurses' Health Study II のコホートでは 62,000 人を超える女性から、性

的指向・11 歳以降の被虐待歴、および思春期のタバコ・アルコール使用に関する情報を収

集している。本データを用いて分析を行った。交絡因子を調整した重回帰分析を用いて、

性的指向と思春期のタバコ・飲酒との関連に被虐待歴が及ぼす効果を推定した。 
結果： 
レズビアン/バイセクシュアル性向と被虐待歴は、思春期におけるタバコ・アルコール使

用のリスクと正に関連していた。児童期の被虐待に起因する思春期の推定過剰タバコ・ア

ルコール使用割合は、異性愛者女性を基準とした場合、レズビアンでは、7 から 18 パーセ

ント、バイセクシュアル女性においては 6 から 13％であった。 
結論： 
異性愛者の女性に比し、レズビアンやバイセクシュアルの女性における児童期の被虐待

経験は、思春期におけるタバコ・アルコール使用のリスク増大と部分的に関連していた。 児
童虐待を予防するための介入により、いくつかの女性がんの主原因である性的偏向を減少

させ得る可能性がある。 

 




